
 

 

 

 
 

 

概要版 



KYUSHUコネクトポート構想（概要）
アジアと交わり、産業とくらしを支え・発展し、
力強い九州を生み出す港湾

アジア地域の活力を取り
込み、諸外国との交易・
交流を活性化させる我が
国におけるアジアのゲー
トウェイ

持続可能な経済成長と九
州各地に集積するものづ
くり・次世代産業の高度
化・発展を支えると共に、
地域活力の創造に貢献
する港湾

風光明媚な景観や産業
遺産、離島等のくらしを守
り活かし、環境と調和し、
かつ防災力の高い港湾

交流・交易活性化 地域活力の創造 くらしの質と
防災性の向上

九州管内港湾のあるべき姿

九州管内港湾の目指すべき方向性と目標実現に向けた施策

基本的な理念 目指すべき将来像

九州地方整備局では、国土交通省港湾局での検討を受けて、2030年頃の将来を
見据え、九州管内地域を取り巻く外的・内的環境の急激な変化に対応し、かつ地
域のポテンシャル・強みを最大限発揮して対応するために、九州管内港湾が目指
すべき姿を、「九州管内港湾の中長期構想（KYUSHUコネクトポート構想）」
としてとりまとめました。



東アジアとの
シームレス化

東・東南アジアとの
サービス強化
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鉄道ターミナル
（⾞両・鉄道コンテナの
蔵置・荷役スペース）

インランドポート

輸⼊企業

輸出企業 リーファーコンテナ⽤電源の確保

係留機能・
必要⽔深の確保

ターミナルのヤード拡張

産業
誘致

冷蔵冷凍倉庫

外郭施設整備・
⽔域施設整備

多品種・
⼩ロット輸送

海上輸送ｻｰﾋﾞｽの定常性向上

国際フィーダー専⽤
ターミナルの確保

地域ビジネス
次世代産業

貨物の創出

ｺｰﾙﾄﾞﾁｪｰﾝﾈｯﾄﾜｰｸの充実

CRUの推進

陸上輸送ｺｽﾄ・時間の削減

海上ｺﾝﾃﾅ輸送ﾈｯﾄﾜｰｸ
の充実・強化

⼩ﾛｯﾄ多頻度輸送ｻｰﾋﾞｽ
の充実・強化

東南アジア

中国

北⽶

国際フィーダー
航路網の充実

北⽶輸送航路の
輸送便数の確保

欧州

欧⽶向け貨物輸送ｻｰﾋﾞｽ
の充実・強化

九州の交易拡⼤を⽀えるグローバルサプライチェーンの構築⽅向性
①

○ 東南アジア・東アジア⽅⾯へのコンテナ航路サービスの強化（シャトル化・多頻度化）
○ 国際フェリー・RORO船による東アジア⽅⾯、Sea&Railによる欧州⽅⾯へのシームレス物流の強化
○ 基幹航路の維持・国際戦略港湾との円滑な接続
○ 農⽔産品等の輸送に係る低温物流拠点の形成
○ 背後地域とのアクセスの強化と横持ち距離の短縮
○ 安全かつ安定的な国際海上輸送サービスの提供

○ 東南アジア・東アジア⽅⾯へのコンテナ航路サービスの強化（シャトル化・多頻度化）
○ 国際フェリー・RORO船による東アジア⽅⾯、Sea&Railによる欧州⽅⾯へのシームレス物流の強化
○ 基幹航路の維持・国際戦略港湾との円滑な接続
○ 農⽔産品等の輸送に係る低温物流拠点の形成
○ 背後地域とのアクセスの強化と横持ち距離の短縮
○ 安全かつ安定的な国際海上輸送サービスの提供

成⻑するアジア市場や基幹航路のアライアンス再編等の情勢変化の中でアジア・欧⽶⽅⾯のさらなる接続強化を図るため、多様な速度帯
の国際海上輸送ネットワークの強化を図り、効率的で安定した貿易・物流サービスを提供する。

〜 九州と世界をコネクト︕ 〜〜 九州と世界をコネクト︕ 〜

【現代版北前船構想】
⽇本海側港湾
との連携強化

国内輸送網と国際複合⼀貫輸送
ターミナルとの接続の強化



持続可能な産業発展と新たな価値を創造する国内物流体系の構築
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⽅向性
②

○ フェリー・ROROターミナルの機能強化○ フェリー・ROROターミナルの機能強化

内航海運の安定性を確保し、将来のトラックドライバー不⾜に対応するため、海上輸送へのモーダルシフトを推進し、フェリー・RORO
船による幹線ネットワークを充実・強化する。

〜 九州と⽇本各地をコネクト︕ 〜〜 九州と⽇本各地をコネクト︕ 〜

モーダルシフトの促進

ドライバー
不⾜解消

道路混雑
解消

環境負荷
軽減

フェリー

RORO船

⻄之表

釧路

仙台

東京
千葉

茨城

⼋⼾

⼤阪
泉北

宇野

松⼭

岩国北九州
（⼩倉）

苅⽥
⼤分

細島
宮崎

志布志

油津

博多

広島

追浜名古屋

神⼾

⾄那覇

⿅児島

⾄那覇

御前崎

芦部

巌原

⾼松
三島
川之江

苫⼩牧

敦賀

苫⼩牧東
⼩樽

⼤洗

北九州
（新⾨司）

別
府

凡 例
内航フェリ−航路
内航RORO航路

新潟

秋⽥

清⽔

舞鶴

内航海運の幹線輸送ネットワーク
の充実・強化



バルク・完成⾃動⾞の物流拠点形成による地域産業の活性化

ふ頭再編等による新たなニーズへの対応ふ頭再編等による新たなニーズへの対応
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⽅向性
③

○ 国際バルク戦略港湾（志布志港）の整備の推進
○ 安定かつ競争⼒のあるバルク貨物輸送サービスの充実・強化
○ ⽊材輸出の促進に向けた港湾機能の強化
○ 完成⾃動⾞輸出の促進に向けた港湾機能の強化
○ 再⽣可能エネルギー関連産業の⽀援・LNGの導⼊拡⼤

○ 国際バルク戦略港湾（志布志港）の整備の推進
○ 安定かつ競争⼒のあるバルク貨物輸送サービスの充実・強化
○ ⽊材輸出の促進に向けた港湾機能の強化
○ 完成⾃動⾞輸出の促進に向けた港湾機能の強化
○ 再⽣可能エネルギー関連産業の⽀援・LNGの導⼊拡⼤

地域産業の活性化及び船舶の⼤型化に伴う施設の機能強化等に対応するため、原材料・エネルギー資源の輸⼊効率化、バルク・完成⾃動
⾞輸出拠点の形成等により産業競争⼒を強化する。

完成⾃動⾞のヤード拡張

⽊材輸出⽤の⼤型船に
対応した岸壁の整備

⽊材輸出の効率化にかかる
荷役設備導⼊⽀援

LNG供給船

穀物輸⼊拠点

安全かつ競争⼒あるバルクターミナルの形成安全かつ競争⼒あるバルクターミナルの形成
洋上⾵⼒発電基地

施設の⽼朽化対策
船舶⼤型化への対応

LNGバンガリング拠点の形成

荷役施設整備への⽀援

完成⾃動⾞輸出ターミナル
⽊材輸出ターミナル

〜 地域産業と⽣産・消費地をコネクト︕ 〜〜 地域産業と⽣産・消費地をコネクト︕ 〜



グローバルサプライチェーンの進展に対応するため、迅速かつ確実な輸送サービスを提供し、最新技術等を⽤いてコンテナターミナル及
びフェリー・ROROターミナルの港湾物流の⽣産性向上を図り、効率的なサプライチェーンを構築する。

ロジスティクス機能の強化による産業・港湾物流の⾼度化・効率化

AGV（無⼈搬送⾞）

情報通信技術を活⽤した
シャーシヤード・⽴体駐⾞場 遠隔操作RTG

RTG（ﾀｲﾔ式⾨型クレーン）
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⽅向性
④

○ 最新技術等を⽤いた港湾物流機能の向上○ 最新技術等を⽤いた港湾物流機能の向上

出発・到着時刻

船積・船卸時刻

ビッグデータ

データ
の読込

ログデータ
の蓄積 リアルタイム物流

動向の情報提供

港湾物流情報

⾃動離着岸装置

⾃動料⾦決済

〜 海上輸送を先端技術でコネクト︕ 〜〜 海上輸送を先端技術でコネクト︕ 〜

先端情報技術を活⽤した国内外におけるコンテナ物流情報の提供による物流効率化
（港湾物流の⽣産性向上）

AGV（無⼈搬送⾞）



アジアとの近接性や九州が有する地域資源を⽣かし、クルーズ市場拡⼤及び賑わい拠点形成により観光活性化を図る。また、多数有する
離島地域での⽣活・産業を⽀えるため、海上輸送機能を確保・向上させる。

⼈・まち・島・⾃然の活⽤による豊かな⽣活環境の創出と交流の活性化
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⽅向性
⑤

○ 官⺠連携による国際クルーズ拠点の形成と、港湾・空港・観光地域との連携による九州発着クルーズの増⼤
○ 離島の⽣活・産業の安定・安⼼・安全を⽀える海上輸送機能の確保と向上
○ 海の⽞関⼝にふさわしい交流の場の形成
○ 港湾空間の⺠間開放を通じた新たな親⽔空間の創出

○ 官⺠連携による国際クルーズ拠点の形成と、港湾・空港・観光地域との連携による九州発着クルーズの増⼤
○ 離島の⽣活・産業の安定・安⼼・安全を⽀える海上輸送機能の確保と向上
○ 海の⽞関⼝にふさわしい交流の場の形成
○ 港湾空間の⺠間開放を通じた新たな親⽔空間の創出

官⺠連携による⼤型クルーズ船
対応ターミナルの整備

にぎわい交流拠点

公共交通機関等の接続まちづくりと⼀体となった港湾空間

円滑かつ快適な受⼊環境
（SMOOTH VOYAGE）

離島地域の地域経済の維持・活性化離島地域の地域経済の維持・活性化

交流拠点としての役割拡⼤交流拠点としての役割拡⼤

海洋レクリエーション拠点

メガヨット

⼤型クルーズ船

〜 ヒト・まち・島をコネクト︕ 〜〜 ヒト・まち・島をコネクト︕ 〜

寄港地観光

外郭施設等の整備

リダンダンシーの確保

就労環境の改善

クルーズ船受⼊可能な
係留施設の整備

クルーズ市場の拡⼤による観光活性化クルーズ市場の拡⼤による観光活性化



南海トラフ巨⼤地震
発⽣時の津波

緊急時の輸送・
避難ルート確保

特定外来⽣物
対策

耐震岸壁の整備
防災拠点施設の整備

海洋汚染防除
業務管轄区域

貨物等の流出防⽌対策
減災機能の強化

海洋汚染防除
業務管轄区域

⼤規模⾃然災害や有事に備え、港湾物流のバックアップ機能強化及び保安体制の強化によりリダンダンシーを確保し、緊急時の危機管理
対応⼒を強化する。

九州における港湾の強靭化と防災・危機管理対応⼒の強化

⼤阪湾

伊勢湾
6監視システム等の構築

⽅向性
⑥

○ ⾃然災害時の早期復旧・復興⽀援に向けた、堤外地を含む臨海部の物流機能の強化
○ ⼤規模⾃然災害時のバックアップ機能の確保
○ 流⽊・流出油等の海洋汚染への迅速な対応
○ 港湾保全機能の強化

○ ⾃然災害時の早期復旧・復興⽀援に向けた、堤外地を含む臨海部の物流機能の強化
○ ⼤規模⾃然災害時のバックアップ機能の確保
○ 流⽊・流出油等の海洋汚染への迅速な対応
○ 港湾保全機能の強化

⽀援物資物流システム
への参画

⺠間事業者

海上
保安部

九州地⽅
整備局

情報提供

情報共有

海洋汚染防除体制の構築

バックアップ

〜 国⺠⽣活の安⼼・安全をコネクト︕ 〜〜 国⺠⽣活の安⼼・安全をコネクト︕ 〜

災害時における
物流代替機能の具備

流⽊等の
回収

災害対応⼒の強化

港湾のセキュリティ向上

フェリー・RORO船
による代替輸送

「海道⾒守り隊」制度




